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１．はじめに 

 我々は，びわ湖における湖水の流動や水質変動機構に関する研究を継続してきた。良く知られ

ているように，びわ湖には環流と呼ばれる水平循環流が春～秋に安定して存在するが，環流の形

成・維持機構に関しては未だに解明されていない。環流の形成機構の１つとして湖上の風の渦度

が考えられるが，びわ湖における湖上風の観測はほとんど行われていない。 

 したがって，きわめて素朴な発想ではあるが，琵琶湖における風の分布を実際に観測すること

が重要であるとの考えから，最近の４年間に幾度か観測を行った。本報告では，観測された風の

分布の特徴，および観測された風の場によって形成されるであろう湖流の分布について紹介する。

ご批判を頂ければ幸いである。 

 

２．観測について 

 滋賀県やびわ湖上の風については，児玉(1965)や田中と

中村(1985)などによっていくつかの卓越するパターンが

示されている。湖陸風に関する研究も枝川と中島（1981)

などがある。現在，びわ湖では数カ所において観測塔やブ

イなどによる湖上の風の連続測定が滋賀県や国によって

行われている。びわ湖周辺では，アメダスや県の大気局な

どで測定がなされている。これらの研究や観測は貴重なも

のではあるが，湖上の風の分布に関しては枝川(1986)など，

ごくわずかな報告しかないのが実情である。 

 我々は，従来からたびたびびわ湖全域を調査船で走り回

り，水温や湖流の調査を継続してきたが，その際に，必ず

風の観測も併せて行ってきた。観測の同時性は乏しいもの

の，何回も繰り返してみると，風が場所的にかなり異なっ

ていることがわかった。そこで，同時性を高める意味で，

複数の船を用いた風の観測を行うことにした。  

 図１に示すように，びわ湖北湖に約５ km（緯度３分）ごとに６本の横断測線を設け，各測線上

に 4.4km（経度３分）ごとに測点を配置した。船を３隻用い，横断測線を２本ずつ担当し，全測

点での観測を約１時間 30 分で終了するようにした。用いた船は，滋賀大学湖沼実習施設の調査

艇「清流」と「湖精」および漁船である。船の速度は約 20 ノットであり，各測点で船を停止し，

約５分間の風の観測を行った。使用した風速計は小型の携帯用風速計で，事前に検定を行った。

風向は，自作の簡易型風向計によりコンパスを利用して決定した。実際の観測では，10 時，12

時および 14 時に一斉に観測を開始し，一日に３回の全域観測を行った。各測点の位置決定には

GPS を使用した。  

 船による観測と並行して，アメダスなどの風の観測がなされていない地域の湖岸５～７カ所を

選び，携帯用風向風速計によって 10 時から 16 時まで 10 分毎に風を測定した。このような観測

に要する人員は約 20名で，滋賀大学教育学部と大阪電気通信大学の学生に協力をしてもらった。

さらに，陸上の風として，アメダスと滋賀県のデータを参考にさせていただいた。観測は 1991

図１ 観測点 
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年の秋から現在までに計６回実施されたが，皮肉にも強風によって船の航行が困難となり，途中

で観測を断念することもあった。 

 

３．観測結果 

3-1.湖風の分布 

びわ湖に湖陸風がしばしば出現することは良く知られているが，本観

測においても午前中に典型的な湖風の分布が捉えられた。図２は，

1993 年５月 29 日の 10 時～12 時の風の分布を示したものである。風

速は１～３ m/s と概して弱く，北湖の中央部に発散点が存在する。発

散の強さは 10-4s-1のオーダーである。南部では，北湖から南湖へ向か

う北東の風となっている。 

 

3-2. 南東風の分布 

暖候期において，虎姫や今津などでは東～南東の風が比較的卓越す

る。これは，関ヶ原地峡帯から吹き出す風で，おそらく伊勢湾からの

海風が地峡部で収束することによるものと考えられる。図３は，そのよ

うな風の一例で，びわ湖北部に５～７ m/s の東南東風がみられる。湖上

のデータが少ないのは，最北の２測線で波浪のため欠測となったことに

よる。滋賀県南東部でも鈴鹿峠を越えて海風が侵入しているが，びわ湖

南部では弱風となっている。 

 

3-3. 北西風の分布 

びわ湖で最も卓越する風系は，主として午後から吹き出す強い北西風で

ある。この風は，しばしば湖上での調査を妨害し，漁業関係者にも恐れ

られている。図４は，典型的な北西系の風の観測例である。この風系の

特徴は，①びわ湖北部で風速が大きく南部で小さいこと，②北から南に

向かって風向が北西→北→北東と変化すること，および③北湖南部では

東側で風速が大きいこと等である。  

 また，びわ湖のほぼ中央部の安曇川河口や

大溝付近から対岸の愛知川や沖島付近に抜

ける風が特に強い場合が多い。したがって，

びわ湖の北部では正の渦度，南部では負の渦

度をもつ風の場となっている。このような強

い北西風は一般風ではなく，日本海からの海

風が収束を伴って滋賀県に侵入したものと

考えられ，水間(1994)や伊藤(1995)が示した

ように，近畿地方全体としては海陸風が卓越

する場合が多い。事実，1994 年 10 月 14 日

にはびわ湖では北西の強風が吹いているが，

大阪や神戸では海風が見られる（図５）。 

 

４．北西風による湖流形成 

実際に風の分布を測定してみると，びわ湖上の風は一様とはいいがたく，従来の一様風を与え

た湖流の数値実験では現実的でない。そこで，一つの試みとして，1992 年９月 19 日に観測され

図２ 湖風のみられた日

図３ 南東風

図４ 北西風

図５ 近畿地方の風の分布
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た北西系の風の場（図４）を用いて，湖流を推定してみた。用いたモデルは線形の２層モデルで，

観測当時の水温構造と湖岸・湖底地形を再現したものである。計

算は，観測された風を１ km 格子上に補間し，時間的には一定とし

て約 18 時間連吹したものとした。  

 図６が，計算結果の一部を示したもので，風が止んで１日経過

したときの上層における湖流の分布である。これをみると，びわ

湖に２つの環流が形成され，我々が観測によって得た環流の分布

（Endoh & Okumura 1993)と比較的よく合致する。したがって，び

わ湖で卓越する北西系の強風が環流形成に大きな役割を果たして

いる可能性がきわめて高く，今後も風の場の解明と，湖流形成に

関する研究を継続してゆきたいと考えている。 

 

５．おわりに 

 びわ湖上の風の場の特徴を把握するために，きわめて素朴な発

想ではあるが，人海戦術により観測を実施してきた。日中の限ら

れた時間内での観測であり，また観測回数も多くないが，得られた結果から明らかにびわ湖上で

は風の分布がみられ，環流の形成に重要な役割を果たしていることがわかった。湖上の風の分布

は，湖流形成にとどまらず，湖の生態系や湖岸地形などに関しても重要な要素であるので，今後

も引き続き解明を進めていく必要があろう。  

 最後に，風のデータを提供していただいた滋賀県立衛生環境センターと彦根地方気象台にお礼

を申し上げる。また，観測に協力していただいた滋賀大学教育学部と大阪電気通信大学の学生諸

君に感謝する。 
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図６ 風による湖流の形成


